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P&G｢ジョイ｣の攻勢と花王・ライオンの対応 
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P&Gが｢ジョイ｣ブランドで台所用洗剤市場に参入したのは1995年のことであった。当時、

わが国の台所用洗剤市場では花王とライオンが 8 割のシェアを占めるという典型的な寡占状

態が長く続いており、成熟しきった市場には沈滞ムードさえ漂っていた。そんな中、「ジョイ」

は市場導入からわずか 3 年でトップ・ブランドへと躍進を遂げた。 

花王とライオンという 2 強を相手にした「ジョイ」の成功は、台所用洗剤市場におけるそ10 

れまでの状況を一変させた。ライバルは｢ジョイ｣に追随するとともに、新たなベネフィット

をもつ新製品の開発に乗り出したのである。台所用洗剤市場は 3 強が縮小し続けるパイを奪

い合うという苛烈な競争状態を迎えていた。 

 

日本の台所用洗剤市場 15 

 

2000 年の日本の台所用洗剤の販売数量は約 3 億 2,600 万本であり、市場規模は約 580 億円

に達する。しかしながら市場は完全に成熟化しており、1990 年代の後半以降、市場規模は縮

小を続けている（付属資料 1 参照）。 

わが国に台所用洗剤が登場したのは 1950 年代のことである。1956 年にライオンが野菜、20 

果物、食器を洗う台所用洗剤として｢ライポン F｣が発売すると、1958 年に花王が｢ワンダフ 

ル K｣でこれに追随した。「ワンダフル K」は、その後の主流となる液体タイプであった。 
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